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抄録：
　次世代の透析は現状にとらわれないアイデアで開発が行われている。例えば，透析針を使わないアクセ
スポート，ハイブリッドダイアライザー，水素 RO水，ウエアラブル人工腎臓，吸着剤アシスト腹膜透析，
腹膜透析液自動生成システムに関する研究が報告されている。最後に患者の自立と自由度を重視するセル
フ透析が普及すれば、患者にとってイノベーションと言えるだろう。 （西日泌尿．88 : 303-304, 2026）
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は　じ　め　に

　1940 年代に Kolff Berkによって始まった血液透析は
「機械によって腎不全治療することはサイエンスではな
い」と批判された歴史がある。今より優れた透析を追及
するならば，根本的な発想転換が求められるだろう。現
在研究されている技術的イノベーションとセルフ透析に
ついて紹介する（Fig. 1）。

血　液　透　析

 1 ）コンソール（ウエアラブル人工透析）
　2015 年にウエアラブル人工透析の臨床治験が報告さ
れた。ポンプ，デイスポーザブル人工腎臓，再生透析液
（カートリッジ方式）で構成される。装置は 4.5 で，体
幹に装着して持続透析を行うが，二酸化炭素気泡，血液
流量の変動などのトラブルが報告された。実用化には課
題が多く，現在でもプロトタイプのままである。
 2 ）Needle︲free vascular access port
　埋め込み型アクセスと使い捨てのプラグをドッキング
できるシステムである。透析針や内シャントを使わない
Vascular accessは，心負荷や穿刺痛を改善し安全性を
高め，ウエアラブル人工透析の普及に繋がる可能性があ
る。
 3 ）ハイブリッドダイアライザー
　110 種類以上とされる尿毒素を，拡散・ろ過の原理で
更に選択的に除去することは難しく，開発の余地は殆ど
残されていない。一方でダイアライザーに吸着機能を付
加することで選択的に毒素を除去できる可能性がある。
アレンドロン酸による吸着器を回路にコンポジットする

と血管石灰化を防ぐことが報告されており，透析患者に
おける虚血性心疾患の合併症減少が期待される 1)。長期
透析患者が石灰化のない血管状態を保って腎移植手術を
受けられる可能性に期待したい。
 4 ）水素水透析液
　電解水素水を用いることで，抗酸化ストレス・疲労軽
減などが期待される。安定的な水素供給・適正濃度の維
持が課題であったが，水素の吸引溶解法により，体内に
入るレベルの水素の安定供給が大動物実験にて証明され
ている 2)。

腹　膜　透　析

 1 ）シルバー CAPDカテーテル
　テンコフカテーテルをシルバーコーティングすること，
製造後長期間経過した状態でも抗菌性能を有する。難治
性感染症の改善，カテーテルサバイバルの改善が期待さ
れる。すでに上市されており，カテーテル感染に関する
多施設共同研究が進行中である。
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Fig. 1　Innovation of dyalysis
Innovation in dialysis is based on four key pillars.
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 2 ）吸着剤アシスト腹膜透析　
　透析液を活性炭と塩化鉄に吸着させ再循環させる方式
である。少量タイダルで腹腔内の糖濃度を上げることな
く，溶質除去の効率を上げる 3)。腹膜劣化を抑えて長期
間 PD継続に繋がる可能性がある。
 3 ）次世代透析液（L︲カルニチンとキシリトール）
　L-カルニチンとキシリトールは，ブドウ糖に分子量
が類似し水溶性が高く浸透圧物質能があり安定している。
臨床試験で長期間の限外濾過の維持と安全性が証明され
ている 4)。
 4 ）腹膜透析溶液自動生成システム
　自宅で腹膜透析液を生成することで，PDに関する大
量のゴミ問題や配送の CO2 を削減できる可能性がある。
治験で給水装置からの微生物検査・化学的検査で問題が
なかったことが証明され 5)，従来の配送溶液と同等レベ
ルに到達した。

グリーンネフロロジー

　血液透析は大量の水・電気・廃棄物・週 3通院が必要
である。腹膜透析も大量の廃棄物や輸送コストがかかる。
地球環境に配慮した透析が推進されている。

セ ル フ 透 析

　セルフ透析とは，患者が自主的に透析日・時間・回数
を決定することにより高い健康結果を目指すものである。
透析施設で行う在宅透析をイメージすると分かりやすい。
医師のアドバイスのもとにプライミング・穿刺・血圧測
定・止血・回収・透析装置の清拭を自主的に行う。自分
時間を優先しつつも十分な透析量を確保する。食事も
しっかりとる。患者ファーストで考えた場合，セルフ透
析は，画期的なイノベーションである 6)。
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Abstract
　Next-generation dialysis is being developed based on a completely new concept. 
　For example, research on needle-free access ports, hybrid dialyzer, hydrogen RO water, wearable 
artificial kidney, sorbent-assisted peritoneal dialysis and automated PD solution generation are currently 
undergoing.　Self-dialysis, which prioritises self-reliance and freedom, represents an innovation for 
patients.  　(Nishinihon J. Urol. 88 : 303-304, 2026)
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